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■令和６年度小中一貫教育推進研究計画書  
 

１ 小中一貫教育の取組について 

第２期小中一貫教育の取組

の教職員への浸透について 

令和６年４月現在 

・浸透している    ・概ね浸透している    ・浸透していない 

令和５年度の実践をもとにし、第２期小中一貫教育の取組を充実させるとともに、課題

を精査し、実践する。 

 

※計画書の見方 

〇「進捗状況」について・・・・・・・A:検討中 B：着手済 C：令和5年から継続 D：令和6 年度になって見直し 

〇「具体的な内容」について・・・【P】：Plan（計画） 【D】：Do（具体的方策） 

                    【C】：Check（チェックの方策。チェックを行った結果） 【A】：Action（今後の取組） 

 

（１）目指す児童生徒像について 

N

O 

取
組
内
容 

進
捗
状
況 

具体的な内容  

１ 

共
通
す
る
目
指
す
児
童
生
徒
像
の
設
定 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックの共通する児童生徒像 
「夢や目標をもち、その実現に向けて自ら考え努力する児童生徒 
① 自ら進んで課題に取り組み、考えを発表することができる児童生徒 
② 生活の基本を身につけ、礼儀正しくすることができる児童生徒 

③ 互いに尊重し、ともに認め合うことができる児童生徒 

学校独自の児童生徒像 

「主体的に学び、よりよい自分を求め努力する心豊かな児童」 

♢自分の考えをもち、自分の言葉で表現することができる子 

♢学習したことを活用することができる子 

♢課題に根拠よく取り組み、やりぬこうとする子 

♢お互いのよさを認め合い、自分や友達を大切にする子 

♢元気な挨拶や返事、望ましい言葉遣いができ、人とのかかわりを大切にする子 

♢自分のために、そして人のために行動できる子 

♢進んで外遊びや運動をして体を鍛える子 

♢生活や学習の規律を守り、自分の役割を果たす子 

♢健康や安全に気を付けて生活する子 

２ 

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・能
力 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでつけさせたい資質・能力 

１ 多面的・多角的に考え、自分の課題を見つけ、解決する力 

 ➡授業改善・学校生活アンケート①②③④ 

２ 自己肯定感を大切にし、意欲をもって自己を高められる力 

➡授業改善・学校生活アンケート⑩⑪⑫ 

３ 自他共に認め合い、学び合う力 

➡授業改善・学校生活アンケート⑤⑥⑦ 

※➡は育成を目指す資質・能力の指標 

学校でつけさせたい資質・能力 

１ 多面的・多角的に考え、自分の課題を見つけ、解決する力 

２ 思いや考えを、自信をもって分かりやすく伝える力 

３ ねばり強く、最後まで頑張る力 
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３ 

合
同
研
修
組
織
の
設
置 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

合同研修組織部会名等 

小中一貫教育研究推進委員会 （継続） 

・企画調整部会（教頭、主幹教諭）→５月、９月、２月に開催予定。 

・本年度の指導の重点を３校で授業における８つのポイントを意識した「授業スタンダード」の実践。 

（R5作成：算数「授業スタンダード」、国語「授業スタンダード」の実践） 

・「各教科の見方・考え方を踏まえた授業づくり」を踏まえ、以下３点を実践する。 

① 小中一貫理科部会で協議を進め、「理科の授業スタンダード」を活用し、国語・算数以外の教科に

目を向けることで、★「各教科の見方・考え方を踏まえた授業づくり」を具現化していく。 

② 教科横断的な指導の充実に向けて、例えば各教科で「根拠を述べる」などの「言語活動の充実」

に重点を置き、「書活動」「発表」「ＩＣＴ・ロイロノートの活用」を進める。 

③ 研修主任が中心となって育成を目有す資質・能力を明確化し、アンケート調査及び指標の見直し

と組織の見直しを行う。（夏季合同研修会） 

・授業充実部会・・・ 対話的な学び・ＩＣＴ活用・ＵＤ教育 

・豊かな心部会・・・ 調査研究部会・生徒指導・教育相談・進路キャリア 

・児童生徒交流部会・・・ 掲示教育・特別活動交流・特別支援交流 

・合同各教科部会（１1教科部会） 

 国語・算数数学・社会・理科・外国語英語・図工美術・音楽・技術家庭・保健体育・道徳・養護 

・３校合同研修会夏季休業中に実施 

  第２期小中一貫教育の方向性について  

   授業充実部会・豊かな心部会・交流部会では、３校が令和５年度取り組んできた内容を確認すると

ともに、実践方針を確認する。 

合同各教科部会では、本年度の実践の方針を話し合うとともに、各専門部会が「学習課題」「深ま

り」「まとめ」「ふりかえり」などの板書カードの文言を３校で共通のカードを活用し授業実践を行う。 

実践内容について、授業参観等を活用し、確認する。 

学校独自の部会名等 

【大相模小授業充実部会】 

・教科研究部会 

研究重点教科（※R6体力向上）の授業改善に係る研究 

・調査・研究部会 

 各種アンケート及び調査結果の集計、まとめを行う（分析は各学年で行う） 

・対話的な学び部会 

 各教科における対話的な学習の場面について授業改善を行う 

・ＩＣＴ活用部会 

 各教科及びその他教育活動における ICT機器の活用を研究する 

・ＵＤ教育部会 

 すべての児童が理解しやすく、すべての教員が指導しやすい資料の作成を行う 

・掲示教育部会 

 児童の自己肯定感を高める掲示物の研究および、各部会で使用する掲示物等の作成 
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（２）小中一貫教育７つの取組 

N

O 

取
組
内
容 

進
捗
状
況 

具体的な内容    （P D C Aで記入） 

４ 

学
習
過
程
の
工
夫 

 

と 
 

学
習
形
態
の
工
夫 

（授
業
に
お
け
る
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
） 

A 

 

 

B 

 

 

C 

 

 

D 

 

ブロックでの共通内容・取組内容など 
・各教科部会で８つのポイントの取組を検討し取り組む。 
・各教科ごとのに重点単元を設定して、小中で継続した授業に取り組む。 

・相互授業参観を実施し、各教科の取組について検証し、指導方法の工夫・改善を図る。 

・各教科の見方・考え方を踏まえた授業づくりの実践を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校独自の内容・取組 

【昨年度を踏まえた今年度の課題】 

・授業における 8 つのポイントと各教科等の「見方・考え方」を意識した授業実践の具現化を踏まえた

授業実践 

・明確な課題設定とねらいに沿った振り返り活動の実施 

・体育科における指導方法の工夫改善及び ICT機器の活用 

【P】 

（１）７つの取組、８つの授業ポイントの実践のため実践自己チェックを行い、全教科で「主体的・対話的

で深い学び」「指導と評価の一体化」を目指す。 

（２）子どもがより主体的に授業に取り組めるように「課題設定」をテーマに掲げ、授業における課題設

定について研修を行い、学習の課題やねらいに沿った振り返りの時間を確保した４５分間のタイム

マネジメントのできる授業づくりを進める。 

（３）「自分の考えの根拠を示すこと」「主体的に意図的な話し合い活動」に取り組む。 

（４）ICT機器の活用（ロイロノート、AIドリル、その他アプリ） 

（５）体育科を研究重点教科とし、指導計画の作成、授業の流れ、授業規律等など、指導技術の向上を図

る。 
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【D】 

（１）―①研修主任が校内研修において「日常の授業で、１単元・１時間」の学習の課題の明確化とねらい

に沿った振り返りの確保、および４５分間のタイムマネジメントのできる授業づくり」について

共通理解を図る。（４月共通理解）【表１ 大相模中の基本的な授業の流れ】 

（１）―②年度当初の研修で、教頭から８つのポイントについて説明し、共通理解を図る、まとめと振り

返りについても全教科で確実な実践を行わせる。 

(２)―①校内研修において、「８つのポイント」のポイント①学習課題の把握、⑥まとめ、ポイント⑦振り

返りの項目について、研修主任を中心に教職員間で共通理解を図る。【各研修】 

（３）―①対話的な学び部会と UD教育部会が連携し、意図的な話し合い活動ができるように、大相模

小授業スタンダードの中に、話し合い活動の観点や方法を明記し、全校で取り組む。 

（３）―②研修主任を中心に「自分の考えの根拠を示すこと」「意図的な話し合い活動」に引き続き取り

組むとともに、「課題（めあて）」と「まとめ」「振り返り」ができることを前提にして、導入場面で

の「～かな」「～したい」を引き出すための工夫に重点的に取り組む。（４月中に共通理解） 

（３）―③全職員による全教科でまとめと振り返りを授業で行うことにより、理由をつけて自分の考え

を話したり書いたりできる児童を育成する。（通年） 

（３）―④教科部会を中心に教師用・児童用「教科スタンダード」の共通理解と活用。（４月） 

（４）―①情報主任に指示し、ロイロノート活用研修会を実施する。全職員による授業支援アプリ（ロイ

ロノート）の活用を通して、自分の考えを伝えたり表現したりする力をつける。毎日、１時間は

ICT（ロイロノート）を活用することを目指す。 

（４）―②ICT 活用部会を中心に教科及び特別活動等で育成を目指す資質・能力を高めるための効果

的な ICT活用実践を研究する（通年） 

（４）―③研修主任を中心に個別最適化の学習への活用のためのAIドリルの校内研修（４月中） 

（５）―①指導主事を招聘し、「体育の授業づくり」研修会を実施する。（５月中） 

（５）―②体育主任を中心に体育授業の流れについての校内研修を行い、授業の流れの共通理解を図

る。（５月中） 

（５）―③体育主任が中心となって体育授業の流れを研究するとともに、学習規律の確立を図る。 
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Ｄ 

４ 

【表１ 大相模中の基本的な授業の流れ】  【大相模小算数授業の流れ】 

【大相模小国語授業の進め方】  【大相模小理科授業スタンダード】  
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【C】 

（１）「授業改善・学校生活アンケート」（１）（２）（３）のすべての項目での、肯定的評価最上位項目（2 学期

実施） 

 

（１）（２）（３）（５）管理職が日々の教室訪問において、課題設定場面及びポイント①学習課題、⑥まとめ

とポイント、⑦振り返りの項目の指導状況と４５分間のタイムマネジメントができているかの見届け

を行う。見届けた後には指導助言を行う。  
 

（１）（２）（３）「授業改善・学校生活アンケート」を活用し、教職員と児童の意識の違いについて検討する

ため、校内研修会を行う。（2学期実施） 

 

（４）ロイロノートの授業への活用の取り組みについて全クラスが１日１時間以上タブレット端末を活用

した授業を実践しているか管理職がタブレット端末使用状況で確認する。（毎月） 

 

（１）（２）（３）（４）共通  

・全国学力・学習状況調査の分析・考察 

・令和６年度埼玉県学力・学習状況調査の分析・考察（伸ばした児童の割合：伸び率） 

・越谷市検証テストの分析・考察 
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Ａ 
 
 

Ｂ 
 
 

Ｃ 
 
 

Ｄ 

４ 

【大相模小準備運動の進め方】  【大相模小体育授業４５分の基本の流れ】  
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５ 

板
書
計
画
の
習
慣
化 

と 

ノ
ー
ト
指
導
の
統
一
化 

 

A 

 

 

B 

 

 

C 

 

 

D 

 

ブロックでの共通内容・取組内容など 

・１時間の学習内容がすっきりと整理された構造化された板書。めあてや課題とまとめや振り返りが正対す

る板書。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の流れを生かした各教科における 

板書計画】（３校合同研修会より） 
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学校独自の内容・取組 

【昨年度を踏まえた今年度の課題】 

 全教科、「課題に正対した、まとめ・振り返り」を意識した、ノートづくり・板書計画の実践 

【P】 
（１）全校で全教科の授業において、見方・考え方を意識した「めあてや課題」の提示の工夫、及び「めあてや

課題」と正対した「まとめや振り返り」がある板書の習慣化 
（２）「授業改善・学校生活アンケート」の授業づくり（１）（２）の肯定評価上位項目 
（３）各時間、自分の考えや根拠・理由を添え記述させ、思考の跡がわかるノートづくりをする。 

（４）課題と問題の違い、まとめと振り返りの違いを研究し、学習の流れに重点を置いた構造的な板書

の授業実践をしていく。 

【D】 

（１）―①年度当初の研修において、教頭より全教科で実施する旨、全教職員に周知する。また、日常的に教

材研究を学年会で行う際に、板書計画とノート指導の統一化について、以下の内容も含め学年主任

からも指導を行う。 

  １ まとめ 
    低…教師と児童で一緒に考えながら板書を写す。 
    中…キーワードとなる言葉を使って自分の言葉で表現する。 
    高…キーワードとなる言葉を探して自分の言葉で表現する。 
２ 振り返り 

     全…「めあてや課題」を確認して自分の言葉で「わかったこと」「学習したこと」を中心に行う。 
（１）―②黒板に「めあて・課題」「見通し」「予想」「自力解決」「話し合い」「考察」「まとめ」「振り返り」などのカ

ードを貼り、授業で必ず使用する。（４月の研修で確認） 
（１）―③黒板に「めあて・課題」「見通し」「予想」「自力解決」「話し合い」「考察」「まとめ」「振り返り」などのカ

ードを貼り、授業で必ず使用する。（４月の研修で確認） 
（１）―④各教科主任による研究授業の参観を通して、４５分間のタイムマネジメントが確立された、授業の

流れが分かる板書について共通理解を図る。 

（１）―⑤教職員については、各教科の授業の板書計画を作成して毎日の授業に取り組むよう指導する。 

（１）―⑥小中一貫３校合同夏季研修で取り組んだ各教科の 8 つのポイントを意識した板書計画を基にした

授業展開を実践していく。（２学期） 

 

（２）―①授業支援アプリ（ロイロノート）及びその他のアプリの活用をさせるために、情報主任を中心となり

活用方法の研修を行う。 

（２）―②研修主任が中心となって、各種学力調査の結果から課題を把握し、各教科で自力解決やまとめ文

字数制限を設けたり、条件を選択して回答する問題を各学年で作成したりして取り組んでいく。（１０

月） 

（３）―①研修主任が中心となって、８つのポイントを意識した授業づくりについて共通理解を図る。 

【共通理解事項】 

・自力解決で、自分の考えをノートに書かせる。 

・各学級で授業スタンダードを活用し、児童の作成したモデルノートを掲示し、使い方を徹底させる。 
・黒板は、３分割を基本とし、「めあて・課題」から「振り返り」までが一目で分かる板書を書く。（４月） 
・「まとめ」は、自分の言葉でまとめさせ、その際本時で学ばせたい学習用語を用いてまとめることを
徹底させる。 
・「振り返り」は、児童自身が「何ができるようになったのか」「何がこれまでと違うのか」を考えさせ 

    ることで、次時への意欲付けを図り、授業における自己肯定感の高揚を図る。 

【C】 

（１） 板書計画の習慣化については、校内巡視の中で概ね構造的な板書を実践させ、４５分間タイムマネジメ

ントが実践されているか教室訪問等で管理職が確認する。 

 

（１）（２）共通  

・全国学力・学習状況調査の分析・考察 

・令和６年度埼玉県学力・学習状況調査の分析・考察（伸ばした児童の割合：伸び率） 

・越谷市検証テストの分析・考察                 （No.4再掲） 
 

（３）研修主任が中心となって、越谷市授業改善・学校生活アンケートの授業づくり（１）（２）の結果を各学
年で分析し、課題を把握する。 

 
 

板
書
計
画
の
習
慣
化 

と 

ノ
ー
ト
指
導
の
統
一
化 

 

 

Ａ 
 
 

Ｂ 
 
 

Ｃ 
 
 

Ｄ 

５ 
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６ 

生
活
規
律
の
共
有
化 

 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通内容・取組内容など 
・大相模中学校区「学校生活のきまり」を受け、目指す児童・生徒像の実現を目指す。 

・はいと返事、履物そろえ、笑顔で挨拶 

・役割を果たすよう意識する。  

・思いやりの心で接する  

・きまりを守るよう意識する。 

学校独自の内容・取組 

【昨年度を踏まえた今年度の課題】 

あいさつ、靴そろえを年間通した目標とし、家庭と連携して、年間を通し意識づけをしていく。 

 

【P】 

（１）生徒指導部会が中心となり「挨拶」「くつそろえ」の項目において学校生活で身に付けたものを家

庭で生かせるように子供への指導と家庭への呼びかけを工夫する。 

(２)いじめの未然防止、早期発見、早期対応に組織的に取り組み、いじめの根絶を目指す。 

【D】 

（１）―①「大相模小学校みんなのきまり」【表６】ポスターを全教室に掲示し、意識付けと実践を図る。 

（１）―②「大相模小学校みんなのきまり」を保護者に配付し、理解を家庭でも指導するよう依頼する。 

（１）―③学校便りや学級懇談会等で「大相模小学校みんなのきまり」について周知する。 

（１）―④年間を通しての目標である「挨拶」「くつそろえ」について毎月、自己評価をさせ、毎月の

生徒指導部会で評価をしていき、意識できるようにする。（生徒指導部会） 
（２）―①４月の朝会でいじめについて、校長講話を実施する。 

（２）―②いじめ防止対策委員会を毎月、計画的かつ確実に開催する。 

(２)―③★大相模中学校より自殺予防の取り組みとして『メンタルヘルスリテラシー』研修を行い、児

童が悩みや自殺等について自分だけでなく、友達のことについてもSOSを発信できるようにす

る。 

 

 【表６ 大相模小学校みんなのきまり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【C】 

（１）「学校評価」における「友達と仲良く活動する」「挨拶」「くつそろえ」の項目で、保護者と児童の意識 

  の違いについて分析し、保護者へ情報提供して、家庭での指導に活かせるようにする。 
 

（２）調査・研究部会が中心となって各調査の結果を考察し、全体で課題解決の方策を検討する。（２学

期） 

７ 

学
習
規
律
の

共
有
化 

A 

 

 

B 

ブロックでの共通内容・取組内容など 

・休み時間の前に授業準備 ・授業の挨拶は元気にする。 

・大きな声で発表する ・正しい姿勢で学習に臨む ・自主学習を継続的に進める。 
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C 

 

 

D 

 

学校独自の内容・取組 

【昨年度を踏まえた今年度の課題】 

規律を守り、落ち着いて学習に取り組める環境づくりの徹底 

【P】 

（１）落ち着いて学習に取り組める環境をつくるため、生徒指導主任が中心となって４月当初から学習

規律の再確認を行い、学校全体で取り組んでいくための体制を整える。 

（２）学習規律について生徒指導主任を中心に共通理解が必要な項目を検討する。 

（３）「規律」に関して、学校と家庭でギャップがあることを学校だよりや懇談会等で家庭に周知し、家

庭を巻き込んだ実践を行う。 

【D】 

（１）―①４月当初の生徒指導委員会全体会で、全職員で以下の学習規律の確認し実践する。 

 「授業開始・終了のあいさつ」「挙手の仕方」「発表の仕方」「筆箱の中身」「道具箱の中身」 「校内・校

外でのあいさつ」「廊下歩行」などの「大相模小学校みんなのきまり」を児童、保護者にも周知する

（NO6D参照） 

（２）―①生徒指導部会で、児童の実態把握、課題の共有、及び解決策の検討・実施を行う。 

（３）―①学校だより等で家庭に啓発し、懇談会等で学校・家庭での状況についての情報共有と家庭の

協力を得られるよう働きかける。 

 

【C】 

（１）（２）生徒指導委員会を中心に、毎月の指導内容を振り返り、学年の実態に応じた指導を継続して行

う。 

   【確認事項】 ・休み時間のタブレット端末の使用のルール ・業間休みの校庭使用のルール 

         ・家庭でのタブレット端末使用のルール ・通路歩行のルール ・服装等のルール 

 

（１）（２）（３）学校評価における「あいさつ」及び「時間を守る」の項目で、教職員及び保護者と児童の意

識の違いについて分析。 

 

（２）研修主任が中心となって県学力学習状況調査や質問紙調査の結果を夏季休業中の研修にて学年

で考察し、課題を把握し授業改善に生かせるようにする。 ＮＯ.４【Ｃ】（３）再掲。 

 

（１）授業改善・学校アンケート調査について主幹を中心にまとめ、状況を確認する。 
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８ 

家
庭
学
習
の
統
一
化 

（家
庭
と
の
連
携
） 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通内容・取組内容など 
・「家庭学習の継続、習慣化を目指す」という目標を共有する。 

・家庭学習の評価のあり方、学力に応じた指導を検討し、懇談会等で保護者との連携を図る。 

学校独自の内容・取組 

【昨年度を踏まえた今年度の課題】 

AIドリルを活用した家庭学習の効果的実践 

【P】 

（１）児童が引き続き意欲的に取り組むために、家庭学習の目的を明確にする。また、児童と保護者に

も家庭学習の目的とその効果が実感できるように周知する。 

（２）AI ドリルを活用した個別最適化の学習を研究するとともに、AI ドリルの内容についても保護者

に周知し、家庭学習の理解を深める。 

 

【D】 

（１）学年会で検討し、発達段階に応じた時間、分量、内容の設定を行う。（随時） 

(２)大相模中学校と連携し、家庭学習の意義を児童に理解させる（高学年）とともに、自主的な学習を

促す。また、学年の実態に応じ、家庭学習ウィークを設定することで、自ら計画を立て、課題に取

り組む経験をさせる。 

【C】 

（１） 調査・研究部会が中心となって「学校評価」における「宿題や家庭学習」の項目から、保護者と児童

の意識の違いについて分析し、学校の指導に活かすとともに、家庭での指導に活かしてもらうよ

うにする。 
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（３）学力向上のためのブロックオリジナルの取組 

 

NO 
取
組
内
容 

進
捗
状
況 

具体的な内容    （P D C Aで記入） 

９ 

各
種
学
力
調
査
の
分
析 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通分析結果等 

・各担当学年で分析する ・つまずき箇所を書き込む 

つまずき箇所解決のための 

・方策を立てる ・具体策を実践する ・全国学力学習状況調査を実施し、課題分析を行う。 

・指導主事を学年会や教科会に呼び、学力向上策について、ご指導をいただく。 

 

学校の分析結果 

  

＜国語＞ 

（１）主語・述語の理解については改善がみられた。 

（２）国語辞典の使い方、ローマ字に課題がみられた。 

（３）文章題に課題がみられた。 

＜算数＞ 

（１）図形の領域に課題がある。特に円に関しては課題がみられる。 

（２）学年ごと特定の領域に課題がある。 

＜社会＞ 

（１）身近な生活にかかわる問題に課題がみられる。 

（２）水産業の問題に課題がみられる。 

（３）江戸時代と政治に関する問題に課題がみられる。 

＜理科＞ 

（１）ゴムの働き、電気、電流の問題に課題がみられる。 

（２）燃焼と人体の問題に課題がみられる。 

【昨年度を踏まえた今年度の取組】 

・検証テストで課題となった点について、全教員が共有し、今年度の関連する単元、内容を確認する。 

・研修主任を中心に個別最適化の学習への活用のための AIドリルの校内研修（N0４再掲） 

・明確な課題設定とねらいに沿った振り返り活動の実施（N0４再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

系
統
図
の
活
用 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通内容・取組内容など 

【今年度の課題】 

・学年会で教材研究を実施し共通した指導を継続して行う 

 

【P】 

（１）各教科で見方・考え方を意識した授業展開ができるように（仮）「〇〇教科指導のコツ」を小中一貫教

科部会で作成する。 

【D】 

（１）新しい単元に入る前に学年で確認を行い、課題のある単元は重点的に取り扱う。 

【C】 

（１）研修主任中心に小中一貫教育部会を活用し、定期的な「各教科指導法協議会」を実施させ、進捗状況

を確認し、必要に応じた指導を行う。 
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10 

 

 

 

 

 

 

学校独自の内容・取組 

【今年度の課題】 

・学年会で教材研究を実施し、共通した指導を継続して行う。 

 

【P】 

（１）教頭・主幹教諭で協議し、週１回以上学年会の時間を確保する。また、学年主任を中心に、学年会で教

材研究を実施することで、指導技術の継承を行う。 

（２）体育科の系統図については次年度も作成、活用をしていく。 

 

【D】 

（１）学年間で教材研究の分担を割り振らせ、ポイントを決め教材研究を行わせることで、効率よく指導

方法の検討が行えるようにする意識させる。 

【C】 

 

（１）体育授業（器械運動領域）を中心に、「系統を意識したポイント集」【表７】を活用し、学年の系統を意識

した授業実践を行わる。管理職（教室訪問）及び学年間（授業研究会）で授業を見合うことで、指導法に

ついて確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表７】 

マット運動の系統を意識した

ポイント集 

系
統
図
の
活
用 

A 

 

B 

 

C 

 

D 
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1１  

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通内容・取組内容など 

・全ての教科で取り組んでいく（行事の振り返り等） 

 

学校独自の内容・取組 

【昨年度を踏まえた今年度の課題】 

相手や目的を意識した「条件に応じて書く」活動の充実 

 

【P】 

（１）全教科における「書く活動」の拡充、及び条件に応じて書く場面の意図的設定。 

【D】 

（１）研修主任中心に、校内研修 UD 部会で検討し、授業の中で相手や目的意識した書く活動を取り入れ

るよう授業改善を進める。 

（２）学年内で統一した感想カード、学習カードを活用し、評価や指導の共通行動を図る。 

（３）県学力学習状況調査や質問紙調査の結果を夏季休業中の研修（全職員）にて学年で考察し、課題を

把握することで授業改善に生かす。 ＮＯ.４【Ｃ】（３）再掲。 

（４）授業改善・学校アンケート調査について研修主任を中心にまとめ、状況を確認する。ＮＯ.４【Ｃ】（３）再掲。 

 

【C】 

（１）授業改善・学校生活アンケート（２）による項目での教職員と児童の意識の違いについて検討する。

また、管理職が校内巡視をして、進捗状況を見届ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ね
ら
い
を
定
め
て
条
件
に
応
じ
て
書
く
活
動
の
実
践 
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（４）自己肯定感の高揚への取組 

 

                                                               

NO 

取
組
内
容 

進
捗
状
況 

具体的な内容     

12 

越
谷
市
授
業
改
善
・学
校
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
の
分
析 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通分析結果等 

自己肯定感の高揚を図っている場面 学年活動 ・ 学級活動 ・ 授業 

学校の分析結果  

➡年間を通して自己肯定感が高まるよう、①落ち着いて学習ができる環境づくり②教師による意図

的かつ、肯定的な「言葉かけのシャワー」の継続を重点指導目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 

自
己
肯
定
感
を
授
業
の
中
で
高
め
る
取
組 

 

 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

 

ブロックでの共通内容・取組内容など 

自己肯定感の高揚を図っている場面 授業 

学校独自の内容  

≪育成を目指す資質・能力の指標≫ 

１ 多面的・多角的に考え、自分の課題を見つけ、解決する力 

➡授業改善・学校生活アンケート①②③④ 

２ 思いや考えを、自信をもって分かりやすく伝える力 

➡授業改善・学校生活アンケート⑤⑥⑦ 

３ ねばり強く、最後まで頑張る力 

➡授業改善・学校生活アンケート⑩⑪⑫ 

 

 

➡年間を通して自己肯定感が高まるよう、①落ち着いて学習ができる環境づくり②教師による意図

的かつ、肯定的な「言葉かけのシャワー」の継続を重点指導目標とする。 

 

14 

自
己
肯
定
感
を
授
業
以
外
の
場
面
で 

高
め
る
取
組 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通内容・取組内容など 

自己肯定感の高揚を図っている場面 学年活動 ・ 学級活動 

学校独自の内容・取組  

 ◎肯定的な割合が高い学年がある。高学年として、学校の責任ある仕事への取り組みや教師の日ご

ろからの声掛けがよい影響を与えたと考えられる。 

 ●肯定的な割合が低い学年については、手立てを講じていく。➡No，13の結果を参照 
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（５）学校間の交流    

NO 
取
組
内
容 

進
捗
状
況 

具体的な内容    （P D で記入） 

15 

児
童
生
徒
間
の
交
流 

（行
事
・学
習
・作
品
な
ど
） 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通内容・取組内容など 
・合同避難訓練 
・吹奏楽部交流演奏鑑賞会 西方小、大相模小 
・３校合同ｻﾏｰｺﾝｻｰﾄ 
・合同あいさつ運動 
・国語科作品交流 
・デザイン部、アートクラブの作品交流 
・生徒会「やさしさ宣言」小学校集会 
・２daysで、小学生に中学校の様子を紹介 
・小学校への読み聞かせ活動  

・ネットモラルに関する学習 

学校独自の内容 

【P】 

交流の形態を①対面式、②オンライン式、③オンデマンド式の３つで整理し、３校校長会議及び企画

調整部会で実施を決定したものについて実施していく。 

 

【D】 

（１）大相模中学校より自殺予防の取り組みとして『メンタルヘルスリテラシー』研修を行い、児童生徒

が悩みや自殺等について自分だけでなく、友達のことについてもSOSを発信できるようにする。 
（２）合同あいさつ運動に合わせ、校内あいさつ週間を設定し、登校班の「あいさつカード」を活用し意
識の向上を図る。（10月特活部） 

（３）3校合同コンサートを実施し、互いの取り組みの良さを実感させる。 
 

16 

 

教
師
間
の
交
流 

（合
同
部
会
、
合
同
研
修
、
相
互
授
業
な
ど
） 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通内容・取組内容など 

・合同研修会の実施 時期 1学期 ・ 夏季休業中 ・ 2学期 ・ 冬季休業中 ・ 3学期 

・出前授業の実施 
 

学校独自の内容・取組 

 

【P】【D】 

（１）年度当初に組織編制をするとともに、活動方針についての伝達と各部会の実践の方向性を決める

（夏季休業中３校合同教科等部会の実施） 

（２）東部教育事務所越谷市教育委員会学校訪問及び各校研究授業の相互参観。 

（３）小中一貫フォルダを活用した、情報共有の徹底。 
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（６）保護者・地域連携（人材活用、情報発信など）                   
 

NO 
取
組
内
容 

進
捗
状
況 

具体的な内容    （P D で記入） 
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A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通内容・取組内容など 

・大相模中学校区の児童生徒の実態、学校経営、教育活動の実態を理解していただくために年１回実施

する。 

学校独自の内容 

➡学校関係者評価より、地域との連携についてはおおむね肯定的な回答が得られた。 

 

【P】 大相模地区全体で、地域の子供たちを見守る体制づくりを行う。 

【D】 

（１）管理職が、民生委員・児童委員と連絡を取り合い、情報収集を実施。必要に応じて対応する。 

（２）学校HP・学校だよりを通じた大相模小学校の教育実践の周知。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）ブロックオリジナル  
                  

NO 
取
組
内
容 

進
捗
状
況 

具体的な内容    （P D で記入） 
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キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
お
お
さ
が
み
・三
校
合
同
学
校
保

健
委
員 

A 

 

B 

 

C 

 

D 

ブロックでの共通内容・取組内容など 

・めざす児童生徒像を達成するために、発達段階に応じた自己評価項目（重点１０項）を設定し、９年間 

 継続して記録できるものを作成した。 

学校独自の内容 

【P】 

（１）8つのポイントを意識した授業の実践を引き続き行う。 

（２）キャリアノートについて、引き続き大相模中学校区独自のキャリアノートを活用し、定期的に成果

を見届けていく。 

（３）キャリアノートについては、系統性を意識した内容を見直し、継続して実施していく。 

 

【D】 

（１）年間を通して、道徳・特別活動を中心に、児童の実態に応じて、指導を行っていく。 

（２）大相模中学校区の児童生徒の実態、学校経営、教育活動の実態を理解していただくために三校合

同学校保健委員会を実施する。 

 

三
校
合
同
民
生
委
員
・主
任
児
童
委
員
会
議 


